
 

 
 

 
令和５年３月号 №550 
 

 

のうぎょうだよりは八戸市農業

委員会のほか、市内農協各支店で

も配布しています。 

また、インターネットではフルカ

ラーでご覧いただけます。 

○八戸市ホームページ 

https://www.city.hachinohe.

aomori.jp/ 

 

 

 

 
のうぎょうだより 

 

   

１
月
13
日
に
市
庁
別
館
２
階
会
議
室
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
、
八
戸
市
農
業
委
員
会
１
月

総
会
の
後
、
第
41
回
八
戸
市
農
業
後
継
者
顕

彰
式
が
行
わ
れ
、
米
農
家
の
谷
地
孝
仁
さ
ん

（
市
川
地
区)

に
、
籠
田
会
長
か
ら
顕
彰
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

 

当
委
員
会
で
は
、
農
業
後
継
者
の
育
成
を
目

的
に
、
昭
和
57
年
に
農
業
後
継
者
顕
彰
要
領

を
制
定
し
、
農
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
模
範
的
な
後
継
者
を
顕
彰
し
て
お
り
、
谷

地
さ
ん
は
68
人
目
の
受
彰
者
と
な
り
ま
す
。 

谷
地
さ
ん
は
、
大
学
を
卒
業
後
、
農
家
継

承
に
つ
い
て
両
親
か
ら
反
対
さ
れ
ま
し
た
が
、

自
分
の
意
志
を
貫
い
て
八
戸
に
帰
省
し
、
家

業
で
あ
る
水
稲
栽
培
を
手
伝
い
な
が
ら
長
ネ

ギ
栽
培
を
開
始
し
ま
し
た
。 

             

現
在
は
水
稲
栽
培
に
絞
り
、
県
南
地
域
の

主
要
品
種
で
あ
る
「
ま
っ
し
ぐ
ら
」
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。
近
年
は
米
価
下
落
の
影
響
に

よ
り
多
収
を
目
指
す
こ
と
に
注
目
が
集
ま
り

が
ち
で
す
が
、
多
収
思
考
だ
け
で
は
食
味
が

落
ち
る
た
め
、
質
の
向
上
に
む
け
た
研
究
も

行
っ
て
い
ま
す
。
土
づ
く
り
や
食
味
ア
ッ
プ

の
観
点
か
ら
持
続
可
能
な
農
業
を
目
指
す
た

め
、
鶏
糞
堆
肥
を
散
布
し
て
お
り
、
化
学
肥

料
の
使
用
量
減
少
に
繋
げ
て
い
ま
す
。 

６
年
前
か
ら
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
を
設
立
・

経
営
し
、
人
材
不
足
な
ど
の
課
題
に
向
き
合

っ
て
い
ま
す
。
人
材
が
確
保
で
き
た
際
に
は
、

当
初
手
掛
け
て
い
た
長
ネ
ギ
栽
培
を
再
開
し
、

新
た
に
大
豆
栽
培
な
ど
へ
の
挑
戦
も
検
討
中

と
述
べ
る
な
ど
、
農
業
へ取
り
組
む
姿
勢
は
、

地
域
の
模
範
と
し
て
、
ま
た
、
八
戸
の
農
業
の

将
来
を
担
う
青
年
農
業
者
と
し
て
期
待
さ
れ

る
農
業
後
継
者
で
す
。 

籠
田
会
長
か
ら
の
励
ま
し
に
対
し
て
谷
地

さ
ん
は
、
「初
め
か
ら
若
手
の
新
規
就
農
者
と

い
う
よ
り
も
、
地
域
の
担
い
手
と
い
う
意
識
で
、

こ
の
地
域
が
ど
う
す
れ
ば
盛
り
上
が
る
か
、
と

い
う
こ
と
を
考
え
な
が
ら
農
業
を
や
っ
て
き
た
。

こ
の
10
年
は
長
い
よ
う
で
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ

た
が
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
地
域
の

皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

だ
と
思
っ
て
い
る
。
皆
様
への
感
謝
を
忘
れ
ず
、

今
後
も
一
層
努
力
し
て
い
き
た
い
。
」と
意
気

込
み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

   

 

は
ち
の
へ
の
う
ぎ
ょ
う
だ
よ
り 

の
配
付
に
つ
い
て 

農
業
後
継
者
顕
彰
式 顕彰された谷地さん（前列中央） 

既
に
離
農
し
て
い
る
、
八
戸
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
閲
覧
で
き
る
等
に
よ
り
、
紙
面
に

よ
る
配
付
を
不
要
と
さ
れ
る
組
合
員
様
が

お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 問
農
業
委
員
会 

☎
43
‐
９
１
６
４ 

 

納
税
猶
予
の
適
用
を
受
け
て
い
る
農
地

に
つ
い
て
は
、
売
渡
し
、
貸
付
け
、
転
用
ま

た
は
耕
作
の
放
棄
や
農
業
経
営
を
廃
止
し

た
場
合
な
ど
に
納
税
猶
予
が
打
ち
切
り
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
そ

れ
ま
で
納
税
が
猶
予
さ
れ
て
い
た
税
額
に

利
子
税
が
加
わ
り
、
多
額
の
税
金
を
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
農
地
の
適
正

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
贈
与
税
の
納
税
猶
予
適
用
中
に
贈

与
者
が
死
亡
し
た
場
合
は
、
贈
与
税
が
免
除

さ
れ
、
相
続
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
相
続
税
の
納
税
猶
予
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
農
業
委
員

会
や
税
務
署
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
農
業
委
員
会 

☎
43
‐
９
１
６
４ 
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水田を畑として利用するため客土を行うなど、農地として利用するために盛土または掘削

などの農地改良を行う場合は、事前に農業委員会への届出が必要です。 

ただし、残土処分場のように土砂等の処分のみを目的とした農地への土砂等の搬入は、農

地を農地以外のものにする行為に該当し、農地改良には該当しません。 
2 

提出書類 

①農地改良届出書 ②計画書 ③案内図 ④誓約書 ⑤隣地所有者の同意書 

注意事項 

●周囲の農地に対する日照、排水、通風及び道水路などに影響を及ぼさないこと。 

●災害の発生を未然に防止し、万一発生した場合は自己責任において善処すること。 

●農地改良において、表土扱いするなど、その土壌が耕作に適していること。 

●農地の形質変更に伴い耕作を中断する期間は、原則１年以内とすること。 

※なお、土地改良区の受益地内にある農地については、事前に土地改良区へ相談してください。                     

 

 

 

 

 

問 農業委員会 ☎４３－９４４８ 

 

 

 

 

農地は食料の重要な生産基盤であることから、宅地などの土地利用との調整を図りつつ

確保していかなければなりません。そのため、農地転用には法律による規制があり、許可

申請や届出といった手続が必要です。 

● 農地を農地以外にすることを「農地転用」といいます。 

● 市街化調整区域内の農地及び都市計画区域外（南郷地区）の農地は農地法に基づく許可、

市街化区域内の農地は農地法に基づく届出が必要です。 

 農地転用の用途の事例 

  農業用施設を建てる、住宅を建てる、資材置場や残土置場にする、駐車場にする、 

太陽光発電施設を設置する、等  ※一時的に利用する場合も転用となります。 

● 転用の許可・届出の方法は、次の２種類あります。 

・農地の所有者がその農地を転用する場合【農地法第４条】 

・農地の所有者から農地を買って（借りて）転用する場合【農地法第５条】 

手続をせずに無断での転用や許可を受けた内容と相違する転用は農地法に違反することと

なり、場合によっては３年以下の懲役や 300万円以下の罰金の適用もあります。 

所有する農地に農地法違反がある場合、農地法に基づく許可申請をするためには違反農地

の是正（農地への復元など）が必要となります。事後の許可は認められませんので、農地

転用を行う前に必ず相談・手続を行ってください。 問 農業委員会 ☎４３－９４４８ 
 

―農地を農地以外にするときは許可申請・届出が必要です―
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全
国
農
業
新
聞
は
農
業
者
の
代
表
機
関

で
あ
る
市
町
村
農
業
委
員
会
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
用
し
て
発
行
す
る
週
刊
の
農
業

総
合
専
門
紙
で
す
。
週
刊
紙
の
特
性
を
活

か
し
、
農
業
・
農
村
・
農
政
の
動
き
を
タ
イ

ム
リ
ー
に
お
届
け
す
る
農
業
者
及
び
就
農

意
向
を
お
持
ち
の
方
・
企
業
必
読
の
新
聞

で
す
。
ま
た
、
農
業
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、

地
域
創
生
、
６
次
産
業
、
食
育
等
地
域
や

食
に
関
心
の
あ
る
方
に
も
役
立
つ
情
報
が

満
載
で
す
。 

１
週
間
の
出
来
事
を
ま
と
め
て
読
む
こ

と
が
で
き
、
農
政
解
説
や
農
村
現
場
の
動

き
を
分
か
り
や
す
く
掲
載
し
て
い
る
た
め
、

普
段
忙
し
い
方
に
も
自
信
を
持
っ
て
お
薦

め
で
き
る
新
聞
で
す
。
ま
た
、
多
く
の
読
者

の
皆
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
家

族
全
員
が
楽
し
め
る
記
事
も
充
実
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
全
国
47
都
道
府
県
に
あ

る
支
局
の
県
版
・地
方
版
の
充
実
に
よ
り
、

地
域
の
元
気
で
特
徴
あ
る
明
る
い
話
題
や

地
域
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
是
非
ご
購
読
く
だ
さ
い
。 

お
申
込
み
、
試
読
は
農
業
委
員
会
ま
で
。 

○
毎
週
金
曜
日
発
行 

○
購
読
料:

月
７
０
０
円(

送
料
、
税
込
み)   

      
少子高齢時代に強い年金です！ 

   自ら支払った保険料とその運用益により年金額が決まる「積立方式・確定拠出型」の年金です。 
 保険料は自分で選べ、いつでも見直しできます！ 

   月額２万円(35 歳未満で政策支援加入の対象とならない方は１万円)～６万７千円の間で千円単位で設定できます。 
 税制面で大きな優遇措置があります！ 

   支払った保険料は、全額が社会保険料控除の対象となり、所得税・住民税等の節税になります。 
 認定農業者など一定の要件を満たす方には保険料の国庫補助があります！ 

【加入要件】①60 歳未満 ②国民年金第1 号被保険者 ③年間60 日以上農業に従事している方 

※年間60 日以上農業に従事する60 歳以上65 歳未満の国民年金の任意加入者も加入できます。 

農業者年金に関するご相談は、最寄りのＪＡか農業委員会または農業者年金基金にお問合せください。    

問 農業者年金基金 ☎03-3502-3942 

 

【作
り
方
】 

①
豆
腐
を
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
く
る
み

お
皿
に
乗
せ
、
電
子
レ
ン
ジ
で
２
分
加

熱
し
、
冷
め
た
ら
一
口
大
に
切
る
。 

②
長
ね
ぎ
を
輪
切
り
に
す
る
。 

③
な
が
い
も
を
皮
剥
き
し
、
す
り
お
ろ

す
。 

④
な
が
い
も
に
長
ね
ぎ
、
卵
、
調
味
料
を

入
れ
、
ふ
わ
ふ
わ
に
な
る
ま
で
混
ぜ

る
。 

⑤
豆
腐
を
お
皿
に
並
べ
、
上
か
ら
④
、
チ

ー
ズ
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
順
に
か
け
、
ト

ー
ス
タ
ー
で
５
分
ほ
ど
焼
き
色
が
つ
く

ま
で
焼
く
。 

⑥
刻
み
海
苔
を
か
け
た
ら
完
成
。 

【ポ
イ
ン
ト
】 

な
が
い
も
は
す
り
お
ろ
し
で
は
な
く

千
切
り
で
も
食
感
が
残
っ
て
美
味
し
い
で

す
。 

【な
が
い
も
に
つ
い
て
】 

市
内
で
は
、
上
長
・
是
川
・
中
沢
地
区

を
中
心
に
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
春
と
秋

に
収
穫
さ
れ
、
保
存
も
効
く
た
め
、
年
間

を
通
し
て
流
通
し
て
い
ま
す
。 

な
が
い
も
は
食
物
繊
維
や
カ
リ
ウ
ム
、

ビ
タ
ミ
ン
が
豊
富
に
含
ま
れ
、
血
糖
値
の

急
激
な
上
昇
を
防
ぎ
、
塩
分
を
排
出
す

る
作
用
が
あ
る
た
め
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
む

く
み
予
防
に
効
果
的
で
す
。
ま
た
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ
群
に
よ
り
疲
労
回
復
を
促
し
て
く

れ
る
、
青
森
県
を
代
表
す
る
万
能
食
材

の
一
つ
で
す
。 

市
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
旬
の
野
菜
に
つ
い
て
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
「と
ろ
ろ
の
豆
腐
グ
ラ
タ

ン
」で
す
。
料
理
好
き
な
素
人
の
レ
シ
ピ
で
あ
る
こ
と
を
ご
了

承
く
だ
さ
い
。 

 【材
料
】 

※
写
真
は
半
量 

〇
な
が
い
も 

300

g 
 
 

              

〇
ご
ま
油 

小
さ
じ
１ 

〇
絹
ご
し
豆
腐 

１
丁 

 
 

     

〇
溶
け
る
チ
ー
ズ 

適
量 

 
 

        

〇
長
ね
ぎ 

15
セ
ン
チ 

 
 

〇
マ
ヨ
ネ
ー
ズ 

適
量 

〇
卵 

２
個 

 
 
 
 
 
 
 
 

〇
刻
み
海
苔 

適
量 

〇
め
ん
つ
ゆ 

大
さ
じ
２ 

〇
砂
糖 

小
さ
じ
１ 

○
塩 

小
さ
じ
１ 

 

 

 

 

農
政
の
動
き
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
伝
え 

経
営
と
暮
ら
し
に
役
立
て
る 

全
国
農
業
新
聞 
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新規の農地情報をお知らせします。詳細につい

て確認したい方は、「eMAFF 農地ナビ」をご覧い

ただくか、農業委員会までお越しください。新規

以外の情報は折込チラシにございます。 

問 農業委員会 ☎４３-９４４８ 

 

 

  
■農地を買いたい・借りたい方 

提出書類 発行機関等 

①あっせん申出書 八戸市農業委員会 

②住民票 
※申出者が市外居住者の場合 居住地の市町村役場 

③農地台帳記載証明書 
（耕作証明書） 
※申出者が市外居住者の場合 

居住地の農業委員会 

 

 

■農地を売りたい・貸したい方           

提出書類 発行機関等 

①あっせん申出書 八戸市農業委員会 

②全部事項証明書（土地） 法務局（登記所） 

③公図 法務局（登記所） 

④住民票 
※申出者が市外居住者の場合 居住地の市町村役場 

 

○農地情報掲載の提出書類一覧（全て１部） 

 

編
集
発
行 

令
和
５
年
３
月
号 

八
戸
市
内
丸
一
丁
目
１
番
１
号 

八
戸
市
農
業
委
員
会
（
℡
43-

９
１
６
４
） 

印
刷
部
数
３
，
８
０
０
部 

印
刷
経
費
１
部
あ
た
り
4.84
円 

編
集
後
記 

 

今
年
の
冬
は
10
年
に
一
度
の
強
烈
寒
波
襲
来
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
雪
に
関
し
て
は
大
雪
の
年

と
比
較
す
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
の
か
な
と
思

い
ま
す
。
雪
は
好
き
な
の
で
す
が
、
え
ん
ぶ
り
も
終

わ
り
、
春
の
訪
れ
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。 

ま
た
、
今
年
は
様
々
な
物
の
値
上
げ
に
加
え
、
電

気
料
金
も
大
幅
な
値
上
げ
を
し
、
生
活
に
大
き
く
影

響
し
て
い
ま
す
。
今
後
景
気
が
回
復
す
る
こ
と
は
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
農
家
の
皆
さ
ん
は
資
材
や
燃
料

費
が
高
騰
し
て
辛
い
時
期
で
す
が
、
春
か
ら
の
作
付

に
向
け
た
作
業
も
始
ま
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
体
調
に
気
を
付
け
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

の
う
ぎ
ょ
う
だ
よ
り
担
当 

深
堀 

農業委員会で設定している、農地法第３・４・５

条の許可申請・届出の受付期間等をお知らせしま

す。 

 申請内容や申請書類については、事前に農業委員

会でご確認ください。 

※令和４・５年度の年間予定については、農業委員

会の窓口及び市ホームページへ掲載しています。 

問 農業委員会 ☎４３-９４４８ 

農地法許可申請 

申請月 受付期間 
許可書の交付日 

3条/4･5条 
（30a以下） 

4･5条 
（30a超） 

３月 ３/13-３/20 ４/18 ５/９ 

４月 ４/11-４/20 ５/18 ６/１ 

５月 ５/11-５/19 ６/16 ７/６ 

※他法令との調整により、変更となる場合があります。 
農地法届出 

届出月 締切日 交付日 締切日 交付日 

３月 ３/６ ３/15 ３/20 ３/31 

４月 ４/５ ４/14 ４/20 ４/28 

５月 ５/８ ５/15 ５/22 ５/31 

 ◎３条申請…農地を農地として使うために売ったり、 

貸したりする場合 

◎４・５条申請…農地に建物を建てたり、植林する等、

農地以外として使う場合 

※農地の売買、贈与、貸借、転用については、事前に農業

委員会へご相談ください。 

 
所在地 

地目等 
面積 
(㎡) 

希望価格 
大字 小字 地番 

① 長苗代 内前田 147-2 
田 

（農用地） 
991 応相談 

② 市川町 
赤川下 46-1 田 

（農用地） 1,922 
応相談 

向谷地 77 
田 

（農用地） 3,266 

③ 尻内町 新井田 
新田 

34-3 田 
（農用地） 1,983 

応相談 
※貸付可 

34-4 田 
（農用地） 495 

56 田 
（農用地） 1,140 

 

 

eMAFF農地ナビ https://map.maff.go.jp/ 

 
所在地 

地目等 
面積 
(㎡) 

希望価格 
大字 小字 地番 

① 尻内町 
直田 

12-2 田 
（農用地） 

1,272 

応相談 13-1 田 
（農用地） 406 

前谷地 21-1 田 
（農用地） 991 

 

 
※農地情報に掲載している農地は、受け手が決ま

るまでの間、引き続き適正に管理してくださる

ようお願いします。 

 

 

 

農地情報への掲載について 

農地法関係の申請受付日等について 


